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PO
Ps

に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

環
境
省
は
、『PO

Ps

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』〈2016

年
改
訂
〉
を
配
布
し
、
市
民
に
対
し
て
、
現
在
、
環
境

問
題
の
中
で
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
「
ポ
ッ
プ
ス
」
へ
の
関
心
と
理
解
を
求
め
、
声
を
大
に
し
て

呼
び
掛
け
て
い
る
。
以
下
、
同
省
のH

P

か
ら
、
読
み
易
い
、
新
聞
調
の
縦
組
で
紹
介
し
よ
う
。
出
典
は
、

環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w.env.go.jp/chem

i/pops/pam
ph/pdf/all.pdf

）

　
（
ポ
ッ
プ
ス
）
と
は
・
・
・

　

化
学
物
質
の
中
に
は
、
環
境
中
て
分
解

さ
れ
難
く
、
生
物
体
内
に
は
蓄
積
し
易

く
、
地
球
上
で
長
距
離
を
移
動
し
て
、
遠
い
国
の
環
境
に
も
影
響
を
及
ほ
す
恐
れ
が
あ
り
、
一
旦
環
境
中

に
排
出
さ
れ
る
と
私
達
の
体
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
性
質

を
持
つ
化
学
物
質
は
通
称PO

Ps

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
残
留
性
有
機
汚
染
物
質
（Persistent O

rganic 

電
子
版
市
民
プ
レ
ス　
第
81
号

　

タ
ブ
ロ
イ
ド
地
域
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
第
81
号
（2018/7/5

発
行
）
の
電
子
版
と

し
て
再
編
集
し
ま
し
た
。
電
子
書
籍
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
で
お
読
み
下
さ
い
。

ま
た
ご
利
用
の
環
境
に
よ
っ
て
は
、電
子
書
籍
の
閲
覧
が
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

目
次	

-PAG
E

２　
（
ポ
ッ
プ
ス
）
と
は
・
・
・　
　
　

出
典
は
、
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
　

残
留
性
有
機
汚
染
物
質

	
-PAG

E

３　
「
残
留
性
有
機
汚
染
物
質
に
関
す
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
条
約
（PO

Ps

条
約
）」

	
-PAG

E 

５
（
意
図
的
生
成
物
と
非
意
図
的
生
成
物
）　　

PO
Ps

は
環
境
中
で
ど
の
よ
う
に
移
動
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

	
-PAG

E

12　
ど
ん
な
物
質
がPO

Ps
な
の
？       -PAG

E

17　

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル

	
-PAG

E

19　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
様PCB        -PAG

E

21　

コ
プ
ラ
ナ
ーPCB     -PAG

E

23　

非
意
図
的
な
生
成 

	
-PAG

E

24  

廃
棄
物
と
し
て
のPCB

	
-PAG

E

26  D
D

T

と
マ
ラ
リ
ア
・
・
・ 

環
境
問
題
の
告
発
─
環
境
と
人
間
の
深
い
関
わ
り

	
-PAG

E

28   

カ
ー
ソ
ン
の
作
品
、『
沈
黙
の
春
』・・・-PAG

E
31   

マ
ラ
リ
ア
が
感
染
症
と
し
て
認
知
さ
れ
る
ま
で
・・・

残
留
性
有
機
汚
染
物
質

POPs



��

Pollutants

）
の
頭
文
字
を
つ
な
い
だ
略
称
（
語
尾
のs

は
複
数
）、
例
え
ば
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
やPCB

（
ポ

リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）、D

D
T

と
い
っ
た
化
学
物
質
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

我
が
国
で
は
、PO

Ps

の
製
造
・
使
用
を
既
に
法
律
で
原
則
と
し
て
禁
止
し
て
い
ま
す
が
、PO

Ps

の

中
に
は
、
製
造
し
な
く
て
も
意
図
せ
ず
生
成
し
て
し
ま
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
海
外
で
は
、
現

在
もPO

Ps
を
使
用
し
て
い
る
国
や
、PO

Ps

に
よ
る
環
境
汚
染
に
つ
い
て
十
分
な
対
策
を
取
っ
て
い
な

い
国
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、PO

Ps

が
地
球
上
で
長
距
離
を
移
動
す
る
こ
と
か
ら
、PO

Ps

を
こ
れ
ま

で
に
製
造
・
使
用
し
た
こ
と
が
な
い
地
域
で
もPO

Ps

に
よ
る
汚
染
が
見
付
か
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

PCB

を
製
造
し
た
こ
と
も
使
用
し
た
こ
と
も
な
い
ア
ラ
ス
カ
な
ど
に
住
む
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
人
た
ち
の
血

液
か
ら
もPCB

が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
国
境
を
越
え
てPO

Ps

が
移
動
し
て
し
ま
う

と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、1990

年
代
か
ら
国
連
環
境
計
画
（U

N
EP

）
が
主
宰
す
る
場
で
、
各
国
が
協
力
し
てPO

Ps

対
策
に
取
り
組
む
た
め
の
話
し
合
い
が
始
め
ら
れ
、2001

年
５
月
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
で
、
環
境
中
で
の
残
留
性
が
高
いPCB
な
ど
12
物
質
の
削
減
や
廃
絶
な
ど
に
向
け
た
「
残
留
性
有

機
汚
染
物
質
に
関
す
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
条
約
（PO

Ps
条
約
）」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。PO

Ps

条
約
は

2004

年
2
月
17
日
に
50
ヶ
国
目
が
締
結
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同
年
5
月
17
日
に
発
効
し
ま
し
た
。
日
本

は2002

年
8
月
に
こ
の
条
約
を
締
結
し
て
お
り
、2012

年
2
月
現
在
で
日
本
を
含
む176

ヶ
国
が
締

約
国
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
条
約
の
対
象
に
追
加
す
べ
き
と
し
て
締
約
国
か
ら
提
案
さ
れ
た
物
質
に
つ
い
て
、
専
門
家

の
検
討
委
員
会
で
審
議
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
を
受
け
、2009

年
５
月
の
第
４
回
締
約
国
会
議
に
お
い

て
新
た
に
９
物
質
の
追
加
が
決
議
さ
れ
、
改
正
条
約
が2010

年
８
月
26
日
に
発
効
し
ま
し
た
。
ま
た
、

2011

年
４
月
の
第
５
回
締
約
国
会
議
で
は
さ
ら
に
１
物
質
（
エ
ン
ド
ス
ル
フ
ァ
ン
）
の
追
加
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
（201

年
10
月
27
日
に
発
効
予
定
）。

　

条
約
で
は
、
各
国
が
と
る
べ
き
対
策
と
し
て
以
下
の
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

1 

ア
ル
ド
リ
ン
な
ど
の
17
物
質
（PCB

、
ア
ル
ド
リ
ン
、
エ
ン
ド
リ
ン
、
デ
ィ
ル
ド
リ
ン
、
ク
ロ
ル
デ
ン
、
ヘ
プ

タ
ク
ロ
ル
、
ク
ロ
ル
デ
コ
ン
、
ト
キ
サ
フ
ェ
ン
、
マ
イ
レ
ッ
ク
ス
、H

CB

、PeCB

、
β-H

CH

、
α-H

CH

、
リ
ン
デ

ン
、
テ
ト
ラBD

E 

及
び
ペ
ン
タBD

E

、
ヘ
キ
サBD

E 

及
び
ヘ
プ
タBD

E

、H
BB

）、
エ
ン
ド
ス
ル
フ
ァ
ン
を
加

え
る
と
18
物
質
は
、
製
造
・
使
用
・
輸
出
入
を
原
則
禁
止
。

2 D
D

T 

な
ど
の
2
物
質
（D

D
T

、PFO
S

と
そ
の
塩
及
びPFO

SF

）
は
、
マ
ラ
リ
ア
予
防
（D

D
T

）、
工
業

製
品
製
造
（PFO

S

等
）
な
ど
特
定
の
目
的
・
用
途
で
の
製
造
・
使
用
に
制
限
。

3 

意
図
せ
ず
生
成
し
て
し
ま
う
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
５
物
質
（PCB

、H
CB

、PeCB

、PCD
D

s

、
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PCD
Fs

）
は
で
き
る
限
り
廃
絶
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
削
減
。

4 PO
Ps

を
含
む
ス
ト
ッ
ク
パ
イ
ル
（
在
庫
）
や
廃
棄
物
の
適
正
管
理
及
び
処
理
。

5 
上
記
項
目
のPO

Ps

対
策
に
関
す
る
国
内
実
施
計
画
の
策
定
。

6 
条
約
に
記
載
さ
れ
て
い
る
21
物
質
と
同
様
の
性
質
を
持
つ
他
の
有
機
汚
染
物
質
の
製
造
や
使
用
を

予
防
す
る
た
め
の
措
置
、PO

Ps

に
関
す
る
調
査
研
究
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
情
報
提
供
・
教
育
、
及
び

途
上
国
に
対
す
る
技
術
・
資
金
援
助
の
実
施
な
ど
。

 

（
意
図
的
生
成
物
と
非
意
図
的
生
成
物
）

　

PO
Ps

の
中
で
もD

D
T

、
ア
ル
ド
リ
ン
な
ど
の
化
学
物
質
は
、
農
薬
、
衛
生
害
虫
の
駆
除
剤
な
ど
の

製
品
と
し
て
使
用
す
る
目
的
で
製
造
さ
れ
た
も
の
で
す
（
意
図
的
生
成
物
）。
こ
れ
に
対
し
、
例
え
ば
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
は
意
図
的
に
製
造
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
炭
素
・
酸
素
・
塩
素
な
ど
を
含
む
も
の
が
熱

せ
ら
れ
る
よ
う
な
過
程
な
ど
で
、
副
生
成
物
と
し
て
意
図
せ
ず
生
成
し
て
し
ま
う
も
の
で
す
（
非
意
図
的

生
成
物
）。

　

な
お
、PCB

とH
CB

は
、
意
図
的
生
成
物
と
し
て
製
造
さ
れ
る
場
合
と
非
意
図
的
生
成
物
と
し
て
生

成
し
て
し
ま
う
場
合
の
両
方
が
あ
り
ま
す
。

　

PO
Ps

は
環
境
中
で
ど
の
よ
う
に
移
動
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

PO
Ps

は
環
境
中
で

分
解
さ
れ
に
く
い
た
め
、

例
え
ば
、
発
生
・
使
用

時
に
飛
散
し
た
り
、
揮

発
し
た
り
し
て
空
気
中

に
拡
散
し
た
も
の
が
、

大
気
の
流
れ
に
乗
っ
て

移
動
し
、
冷
た
い
空
気

に
触
れ
る
こ
と
で
地
上

に
降
下
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
を
繰
り
返
し
て
、

熱
帯
や
亜
熱
帯
、
温
暖

な
地
域
で
環
境
中
に
排

出
さ
れ
たPO

Ps

が
、

POPs の長距離移動

生物濃縮による
　POPs の蓄積
食物連鎖の上位になるほど
　　高濃度になる
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中
緯
度
地
方
や
極
域
へ
と
長
距
離
を
移
動
し
て
、
地
球
全
体
に
広
範
囲
に
移
動
・
拡
散
す
る
の
で
す
。

　

し
か
も
、PO

Ps

は
生
物
に
蓄
積
し
や
す
い
た
め
、
環
境
中
に
あ
る
量
が
少
な
く
て
も
、
食
物
連
鎖
に

よ
る
生
物
濃
縮
に
よ
っ
て
よ
り
高
次
の
捕
食
者
、
例
え
ば
海
産
ほ
乳
類
な
ど
の
体
内
に
高
い
濃
度
で
蓄
積

し
て
し
ま
う
の
で
、
悪
い
影
響
が
起
こ
る
の
で
は
と
心
配
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

実
際
に
、
ロ
シ
ア
の
バ
イ
カ
ル
湖
に
棲
む
ア
ザ
ラ
シ
や
、
北
太
平
洋
に
生
息
す
る
イ
ル
カ
や
ク
ジ
ラ
な

ど
の
体
内
か
ら
もPO

Ps

が
見
つ
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

PO
Ps

に
よ
る
野
生
生
物
へ
の
影
響
は
あ
る
の
？

　

PO
Ps

は
環
境
中
で
分
解
し
に
く
く
、
ま
た
、
水
に
溶
け
に
く
く
油
に
溶
け
や
す
い
性
質
を
持
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、PO

Ps
が
野
生
生
物
の
体
の
中
に
取
り
込
ま
れ
る
と
、
体
の
中
で
も
分
解
し
に
く
い

の
で
、
脂
肪
に
蓄
積
し
て
く
こ
と
に
な
り
、
野
生
生
物
の
体
内
のPO

Ps

の
濃
度
は
徐
々
に
高
く
な
っ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
物
濃
縮
に
よ
っ
て
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
よ
り
も
そ
れ
を
食
べ
る
小

魚
、
さ
ら
に
そ
れ
を
食
べ
る
大
型
の
魚
と
濃
度
が
高
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
捕
食
者
の
頂
点
に

い
る
よ
う
な
野
生
生
物
、例
え
ば
肉
食
の
哺
乳
類
（
陸
上
で
は
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
、海
で
は
シ
ャ
チ
や
イ
ル
カ
な
ど
）

や
鳥
類
（
ワ
シ
や
タ
カ
な
ど
）
な
ど
で
は
、
そ
の
生
態
系
の
な
か
で
最
も
体
内
の
濃
度
が
高
く
な
る
の
で
す
。

し
か
も
、
親
獣
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
に
脂
肪
分
の
豊
富
な
母
乳
を
与
え
る
よ
う
な
哺
乳
類
で
は
、
小
さ
い
頃
か

らPO
Ps

に
ば
く
露
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

こ
う
し
て
長
い
間PO

Ps

に
ば
く
露
さ
れ
る
た
め
、
野
生
生
物
の
生
殖
器
の
異
常
や
奇
形
の
発
生
な
ど

を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生
す
る
の
か
な
ど
ま
だ
科

学
的
に
未
解
明
の
点
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、PO

Ps

の
野
生
生
物
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
研
究
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

PO
Ps

に
よ
る
日
本
国
内
の
汚
染
状
況
は
？

　

我
が
国
で
は
、PO

Ps

の
環
境
中
（
大
気
・
水
・
底
質
・
生
物
）
濃
度
は
、1970

年
代
～
80
年
代
半
ば
よ

り
定
期
的
に
測
定
さ
れ
て
い
ま
す
。PO

Ps

対
策
の
進
展
に
伴
い
、
全
体
的
に
環
境
濃
度
は
、
横
ば
い
又

は
漸
減
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
国
内
で
は
ど
ん
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
の
？

　

日
本
国
内
で
は
、
環
境
省
な
ど
の
関
係
府
省
が
連
携
し
て
、PO

Ps

対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
具
体
的

な
対
策
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

PO
Ps

条
約
で
掲
げ
る
物
質
の
製
造
、
輸
入
及
び
使
用
の
禁
止
に
つ
い
て
は
、
非
意
図
的
に
排
出
さ
れ

る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
除
く
全
て
の
物
質
に
つ
い
て
、
化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
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法
律
（
昭
和
48
年
法
律
第117

号
）
や
農
薬
取
締
法
（
昭
和
23
年
法
律
第
82
号
）
な
ど
に
よ
り
規
制
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
焼
却
な
ど
に
伴
っ
て
発
生
す
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
非
意
図
的
生
成
物
に
つ
い
て
は
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
11
年
法
律
第105

号
）
に
基
づ
き
、
排
出
規
制
を
行
う
と
と
も
に
、
各
発

生
源
別
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
量
の
目
録
（
排
出
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
）
を
整
備
し
、
平
成
12
年
９
月
に

は
我
が
国
に
お
け
る
事
業
活
動
に
伴
い
排
出
さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
量
を
削
減
す
る
た
め
の
計
画
を

策
定
す
る
な
ど
、
様
々
な
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ス
ト
ッ
ク
パ
イ
ル
や
廃
棄
物
の
適
正
な
管
理
及
び
処
理
に
つ
い
て
は
、次
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

使
用
が
停
止
さ
れ
て
回
収
・
保
管
さ
れ
て
い
るPCB

廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
保
管
、
処
分
等
に
つ
い

て
の
規
制
や
処
理
体
制
の
整
備
な
ど
を
目
的
と
し
て
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
に
関

す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
13
年
法
律
第
65
号
）
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、
平
成
21
年
11
月
に
は
最
新
の
ポ
リ

塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を
策
定
し
、
広
域
的
な
処
理
体
制
の
整
備
を
進
め
る
な
ど
、
必

要
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
埋
設
さ
れ
た
廃
農
薬
に
つ
い
て
は
、
環
境
汚
染
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
平
成
20
年
1

月
に
「
埋
設
農
薬
調
査
・
掘
削
等
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
、
適
切
な
管
理
が
な
さ
れ
る
よ
う
指
導
し
て

い
る
ほ
か
、
無
害
化
処
理
技
術
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
廃
農
薬
やPO

Ps

含
有
廃
棄
物
に
つ
い
て
環
境
上
適
正
な
処
理
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な

技
術
的
留
意
事
項
の
取
り
ま
と
め
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
中
のPO

Ps

に
よ
る
汚
染
状
況
の
把
握
に
つ
い
て
は
、
国
内
に
お
け
る
大
気
、
水
、
底
質
、
野
生

生
物
な
ど
の
濃
度
を
定
期
的
に
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
監
視
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新

た
にPO

Ps

条
約
の
対
象
と
な
っ
た
物
質
に
つ
い
て
は
、
環
境
中
濃
度
の
測
定
方
法
の
開
発
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
他
、PO

Ps

に
関
す
る
情
報
整
理
、
対
応
技
術
の
整
備
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

PO
Ps

問
題
に
対
す
る
日
本
の
国
際
的
な
協
力
体
制
は
？

　

PO
Ps

対
策
は
世
界
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、U

N
EP

（U
nited N

ations Environm
ent Program

m
e

：

国
連
環
境
計
画
）
を
核
と
し
て
、
各
国
関
係
省
庁
、
政
府
間
組
織
、
非
政
府
組
織
（N

G
O

）、
産
業
界
な
ど

が
協
調
し
て
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
は
化
学
物
質
管
理
が
進
ん
で
い
る
国
が
あ
ま
り
多
く
な
く
、
欧
州
と
比
べ
て

取
組
が
遅
て
い
ま
す
。
環
境
省
で
は
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
各
国
に
呼
び
か
け
、
同
地
域
で
のPO

Ps

汚
染

実
態
の
把
握
な
ど
の
地
域
間
協
力
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
協
力
に
よ
り
、
地
球
規
模
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のPO
Ps

汚
染
実
態
の
把
握
へ
向
け
た
監
視
体
制
の
整
備
な
ど
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
（
な
お
、
東
ア
ジ
ア
地
域
で
は
、2012

年
２
月
現
在
、
中
国
、
北
朝
鮮
、
日
本
、
モ
ン
ゴ
ル
、
韓
国
、
ブ
ル
ネ
イ
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ラ
オ
ス
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム

の
各
国
が
、PO

Ps

条
約
を
締
結
し
て
い
ま
す
。）

　

さ
ら
に
、PO

Ps

な
ど
有
害
物
を
含
有
し
た
廃
棄
物
な
ど
の
不
適
正
な
輸
出
入
を
国
際
的
に
規
制
す
る

た
め
に
つ
く
ら
れ
た
「
有
害
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
及
び
そ
の
処
分
の
規
制
に
関
す
る
バ
ー
ゼ
ル

条
約
」
に
我
が
国
も
加
入
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
取
り
決
め
に
つ
い
て
実
行
し
て
い
く
た
め
の
国
内
法

の
整
備
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

PO
Ps

に
汚
染
を
防
ぐ
た
め
に

　

以
上
の
よ
う
に
、PO

Ps

は
、
残
留
性
が
高
く
、
生
物
の
体
内
に
蓄
積
し
や
す
く
、
使
用
し
た
地
域
か

ら
遠
く
離
れ
た
地
域
に
移
動
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
生
息
す
る
野
生
生
物
に
も
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
の

あ
る
物
質
で
す
。
こ
の
よ
う
なPO

Ps

に
よ
る
汚
染
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ま
ず
、
そ
の
性
質
や
影
響
を
多

く
の
方
々
に
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
一
国
だ
け
で
対
応
す
る
の
で
は
効
果
的
な

対
策
は
難
し
い
た
め
、多
く
の
国
が
国
際
的
に
協
調
し
な
が
ら
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
条
約
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
21 

物
質
と
同
じ
よ
う
な
性
質
を
持
つ
他
の
汚
染
物
質
を
新
た
に

見
つ
け
出
し
、こ
れ
ら
が
製
造
さ
れ
た
り
、使
用
さ
れ
た
り
、意
図
せ
ず
に
生
成
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
新
た
な
汚
染
が
生
じ
な
い
よ
う
な
取
組
も
必
要
で
す
。

　

ど
ん
な
物
質
がPO

Ps

な
の
？

■
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
（PCB

）

〔
用
途
〕
過
去
に
ト
ラ
ン
ス
（
変
圧
器
）
な
ど
の
絶
縁
油
や
熱
交
換
器
の
熱
媒
体
、感
圧
複
写
紙
等
に
使
用
。

〔
生
産
量
〕58,787t

（1954-1972

）

〔
輸
入
量
〕1,158t

（1953-1971

）

〔
使
用
量
〕54,001t

（1954-1972

）

■
ア
ル
ド
リ
ン
（Aldrin

）

〔
用
途
〕
過
去
に
農
薬
等
と
し
て
使
用
。

〔
輸
入
量
〕3,300t

（1958-1972

）

■D
D

T　

dichlorodiphenyltrichloroethane

（
ジ
ク
ロ
ロ
ジ
フ
ェ
ニ
ル
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
）
の
略
称
。

〔
用
途
〕
農
薬
、
シ
ラ
ミ
な
ど
の
伝
染
病
を
引
き
起
こ
す
衛
生
害
虫
の
駆
除
剤
等
と
し
て
第
二
次
世
界
大

戦
後
に
広
く
使
用
。
な
お
、
一
部
の
国
で
は
マ
ラ
リ
ア
対
策
の
目
的
で
殺
虫
剤
と
し
て
現
在
も
使
用
中
。

〔
輸
入
量
〕約8,000t

（1950-1987

）（
但
し
、1974

年
以
降
は「D

D
T

及
びBH

C

」と
し
て
の
統
計
値
を
使
用
し
た
。）
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〔
生
産
量
〕44,467t

（1946-1970

）

■
エ
ン
ド
リ
ン
（Endrin

）

〔
用
途
〕
過
去
に
農
薬
等
と
し
て
使
用
。

〔 
輸
入
量
〕1,500t

（1958-1972

）

■
デ
ィ
ル
ド
リ
ン
（D

ieldrin

）

〔
用
途
〕
過
去
に
農
薬
、（
家
庭
用
）
殺
虫
剤
、
シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
等
と
し
て
使
用
。

〔
輸
入
量
〕
農
薬
用
途
で
は683t

（1958-1972

）

■
ク
ロ
ル
デ
ン
（Chlordane
）

〔
用
途
〕
過
去
に
シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
や
農
薬
等
と
し
て
使
用
。

〔
輸
入
量
〕260t

（1958-1970
）

※1980

年
代
に
は
、
シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
と
し
て
毎
年1,000~2,000t

が
輸
入
さ
れ
て
い
た
。

■
ヘ
プ
タ
ク
ロ
ル
（H

eptachlor

）

〔
用
途
〕
過
去
に
農
薬
や
シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
等
と
し
て
使
用
。
そ
の
他
、
ク
ロ
ル
デ
ン
中
に
も
不
純
物
と
し

て
含
有
。

〔
輸
入
量
〕1,500t

（1958-1972

）

■
ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
（H

CB

）

〔
用
途
〕
過
去
に
除
草
剤
の
原
料
等
と
し
て
使
用
。

輸
入
量
、
生
産
量
、
使
用
量
に
つ
い
て
は
、
確
か
な
公
表
デ
ー
タ
は
な
い

■
β-

ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
（
β-H

CH

）

〔
用
途
〕
リ
ン
デ
ン
製
造
の
際
の
副
生
成
物
。
農
薬
のBH

C

製
剤
中
に
異
性
体
の
一つ
と
し
て
含
ま
れ
る
。

〔BH
C

原
体
の
生
産
量
〕315,000t

（1958-1970

）

〔BH
C

原
体
の
輸
入
量
〕330t

（1960,1964

）

■
α-

ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
（
α-H

CH

）

〔
用
途
〕
リ
ン
デ
ン
製
造
の
際
の
副
生
成
物
。
農
薬
のBH

C

製
剤
中
に
異
性
体
の
一つ
と
し
て
含
ま
れ
る
。

〔BH
C

原
体
の
生
産
量
〕315,000t

（1958-1970

）

〔BH
C

原
体
の
輸
入
量
〕330t

（1960,1964

）

■
ポ
リ
ブ
ロ
モ
ジ
フ
ェ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル
類
（PBD

Es

）

〔
用
途
〕
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
樹
脂
等
の
難
燃
剤
と
し
て
使
用
。
本
物
質
を
含
ん
だ
様
々
な
製
品
が
輸
入
さ
れ

国
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（PO
Ps

条
約
で
は
、
テ
ト
ラBD

E

及
び
ペ
ン
タBD

E

、
ヘ
キ
サBD

E

及
び
ヘ
プ
タBD

E

の
組
み
合
わ
せ
で
２
物
質
と
し
て
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い
ま
す
。）
2
つ
の
ベ
ン
ゼ
ン
環
と
臭
素
、
酸
素
か
ら
な
る
合
わ
せ
て209

種
類
の
化
合
物
の
総
称
。
臭
素

が
4
つ
の
も
の
を
テ
ト
ラ
プ
ロ
モ
ジ
フ
ェ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル
類
、
5
つ
の
も
の
を
ペ
ン
タ
ブ
ロ
モ
ジ
フ
ェ
ニ
ル
エ
ー

テ
ル
類
、
6
つ
の
も
の
を
ヘ
キ
サ
ブ
ロ
モ
ジ
フ
ェ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル
類
、
7
つ
の
も
の
を
ヘ
ブ
タ
ブ
ロ
モ
ジ
フ
ェ
ニ

ル
エ
ー
テ
ル
類
と
い
う
。

■
リ
ン
デ
ン
（Lindane

）

〔
用
途
〕
ベ
ン
ゼ
ン
ヘ
キ
サ
ク
ロ
ラ
イ
ド
（BH

C

）（=

ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
（H

CH

））
の
γ-

異
性
体
を

99%

以
上
の
純
度
で
含
有
す
る
も
の
を
リ
ン
デ
ン
と
い
う
こ
と
か
ら
、
γ-H

CH

と
同
義
。
過
去
に
農
薬

等
と
し
て
使
用
。

〔
生
産
量
（
原
体
）〕9,532t
（1958-1970

）

〔
輸
入
量
（
原
体
）〕28t

（1960
）

●
エ
ン
ド
ス
ル
フ
ァ
ン
（Endosulfan

）

〔
用
途
〕
過
去
に
農
薬
等
と
し
て
使
用
。

〔
輸
入
量
（
原
体
）〕
約2,885t

（1961-2007

）

■
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
（PFO

S

）

〔
用
途
〕PFO

S 

と
そ
の
塩
に
つ
い
て
は
、
撥
油
性
と
撥
水
性
を
兼
ね
備
え
た
界
面
活
性
剤
と
し
て
半
導

体
用
反
射
防
止
剤
・レ
ジ
ス
ト
、
金
属
メ
ッ
キ
の
ミ
ス
ト
防
止
剤
、
泡
消
火
薬
剤
等
に
使
用
。PFO

SF

は
、

PFO
S

、
そ
の
塩
、
又
はPFO

S 

類
縁
物
質
の
原
料
に
使
用
。

PFO
S

及
び
そ
の
塩

〔
製
造
量
〕20t

（2006-2008

）

〔
輸
入
量
〕0.8t

（2006-2008

）

〔
使
用
量
〕21.4t

（2006-2008

）

PFO
SF

〔
製
造
量
〕23.6t

（2006-2008

）

〔
輸
入
量
〕0t

（2006-2008

）

〔
使
用
量
〕0t

（2006-2008

）

　
以
下
は
、
国
内
に
お
け
る
製
造
・
使
用
の
実
績
は
な
い
も
の
。
但
し
、
非
意
図
的
生

成
生
物
（
例
え
ば
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
）
は
、
国
内
で
も
生
成
し
排
出
さ
れ
て
い
る
。

■
マ
イ
レ
ッ
ク
ス
（M

irex

）

■
ク
ロ
ル
デ
コ
ン
（Chlordecone

）

代表的な PCDF としての
テトラクロロジベンゾフラン
(TCDF) の構造式
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■
ト
キ
サ
フ
ェ
ン
（Toxaphene

）

■
ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
（H

CB

）

■
ペ
ン
タ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
（PeCB

）

■
ポ
リ
ブ
ロ
モ
ジ
フ
ェ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル
類
（PBD

Es

）

　

テ
ト
ラ
ブ
ロ
モ
ジ
フ
ェ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル
類
（
テ
ト
ラBD

E

）

　

ペ
ン
タ
ブ
ロ
モ
ジ
フ
ェ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル
類
（
ペ
ン
タBD

E

）

　

ヘ
キ
サ
ブ
ロ
モ
ジ
フ
ェ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル
類
（
ヘ
キ
サBD

E

）

　

ヘ
プ
タ
ブ
ロ
モ
ジ
フ
ェ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル
類
（
ヘ
プ
タBD

E

）

■
ヘ
キ
サ
ブ
ロ
モ
ビ
フ
ェ
ニ
ル
（H

BB

）

■
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
（PFO

S

）

■
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
（PCD

D
s

、PCD
Fs

、
及
び
コ
プ
ラ
ナ
ーPCBs

）（PO
Ps 

条
約
で
は

､PCD
D

s､PCD
Fs 

を
２
物
質
と
数
え
て
い
ま
す
。）

　

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル　

PCB
polychlorinated biphenyl,

（polychlorobiphenyl　

は
、
ビ
フ
ェ
ニ
ル
の
水
素
原
子
が
塩
素
原
子
で
置
換
さ

れ
た
化
合
物
の
総
称
で
、一
般
式 C12H

（10

－n

）Cln 

（1

≦n
≦10

） 

で
表
わ
さ
れ
る
。

置
換
さ
れ
た
塩
素
の
数
に
よ
っ
て
、
モ
ノ
ク
ロ
ロ
ビ
フ
ェ
ニ
ル
か
ら
デ
カ
ク
ロ
ロ
体

ま
で
の10

種
類
の
化
学
式
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
置
換
さ
れ
た
塩
素
の
位
置
の
違
い

に
よ
っ
て
、理
論
的
に
は
、計209

種
類
の
異
性
体
が
あ
る
。
略
し
てPCB
（
ピ
ー
シ
ー

ビ
ー
）、
ま
た
、「PCBs

」
と
も
呼
ば
れ
る
。

　

溶
け
難
く
、
沸
点
が
高
い
、
熱
で
分
解
し
に
く
い
、
不
燃
性
、
電
気
絶
縁
性
が
高

い
な
ど
、
化
学
的
に
も
安
定
で
、
耐
薬
品
性
に
優
れ
て
い
る
の
で
、
加
熱
や
冷
却
用

の
熱
媒
体
、
変
圧
器
、
コ
ン
デ
ン
サ
と
い
っ
た
電
気
機
器
の
絶
縁
油
、
可
塑
剤
、
塗
料
、

ノ
ン
カ
ー
ボ
ン
紙
の
溶
剤
な
ど
、
様
々
な
用
途
が
あ
っ
て
、
幅
広
い
分
野
で
用
い
ら

れ
た
。

　

1881

年
に
ド
イ
ツ
で
初
め
て
合
成
さ
れ
、1929

年
、
米
国
で
工
業
生
産
が
開
始

さ
れ
る
。
日
本
で
も
、
昭
和
二
十
九
年
（1954

）
に
製
造
が
始
ま
っ
た
。

　

但
し
、
同
四
十
三
年
（1968

）、「
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
」
が
発
生
し
、PCBs

の
も
つ
毒
性
が
、
人
命
に

拘
る
重
大
な
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。

　

PCBs

の
毒
性
が
認
識
さ
れ
る

代表的な PCDD としての
テトラクロロジベンゾジオキシン (TCDD) の構造式

PCB
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こ
の
事
件
は
、
米
糠ぬ
か

油
（
ラ
イ
ス
オ
イ
ル
）
の
中
に
、
脱
臭
工
程
の
熱
媒
体
と
し
て
用
い
ら
れ
たPCB

等
が
混
入
し
た
こ
と
が
原
因
で
、
西
日
本
を
中
心
に
広
域
に
わ
た
っ
て
、
食
中
毒
が
発
生
し
、
患
者
数
は

約
一
万
三
千
名
に
も
上
っ
た
。

　

PCB
に
よ
る
中
毒
症
状
と
し
て
、
目
脂や
に

、
爪
や
口
腔
粘
膜
の
色
素
沈
着
な
ど
か
ら
始
ま
り
、
つ
い
で
、

座
瘡
様
皮
疹
（
塩
素
ニ
キ
ビ
）、
爪
の
変
形
、
瞼ま
ぶ
たや

関
節
の
腫は

れ
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
こ
の
事
件
を
切
っ
掛

け
と
し
て
、同
四
十
七
年
、生
産
・
使
用
の
中
止
の
行
政
指
導
が
行
わ
れ
る
。
次
い
で
、同
五
十
年
（1975

）、

製
造
・
輸
入
が
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
た
。

　

な
お
、1979

年
、台
湾
油
症
が
発
生
し
、1999

年
に
は
、ベ
ル
ギ
ー
で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
が
起
こ
っ

た
（PCBs

と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
つ
い
て
の
問
題
に
は
、
類
似
事
項
が
多
い
。
詳
し
く
は
、
次
項
を
参
照
）。

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
様PCB

　

PCBs

は
、
脂
肪
組
織
に
蓄
積
さ
れ
易
く
、
発
癌
性
が
あ
り
、
ま
た
皮
膚
障
害
、
内
臓
障
害
、
ホ
ル
モ

ン
異
常
を
引
き
起
こ
す
こ
と
、
ま
た
、PCB
の
毒
性
の
う
ち
、
発
癌
性
、
催
奇
性
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
（
ポ

リ
ク
ロ
ロ
ジ
ベ
ン
ゾ
ジ
オ
キ
シ
ン
、ポ
リ
ク
ロ
ロ
ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
）
に
似
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

そ
れ
ら
の
毒
性
を
示
すPCB

は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
様PCB

 
（dioxin-like PCB, D

L-PCB

）
と
呼
ば
れ
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
に
加
え
ら
れ
る
。
世
界
保
健
機
構
（W

H
O

）
に
よ
っ
て
、12

種
の
異
性
体
がD

L-PCB

に
指
定
さ
れ
た
（
但
し
、
毒
性
の
大
き
さ
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
のTCD

D
, TCD

F
と
較
べ
る
と
小
さ
く
、
数
桁
の
差

が
あ
る
）。

　

非
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
様PCB

に
も
、
甲
状
腺
異
常
な
ど
の
、PCB

特
有
の
毒
性
を
示
す
も
の
も
あ
る
が
、

PCB

の
健
康
被
害
や
環
境
汚
染
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
大
半
が
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
様PCB
で
あ
る
。

ダイオキシン類の毒性当量因子（毒性等価係数）
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コ
プ
ラ
ナ
ーPCB

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
様
毒
性
が
特
に
強
い
の
は
、
コ
プ
ラ
ナ
ーPCB

（coplanar-PCB, Co-PCB

）
で
あ
る
。

　

ビ
フ
ェ
ニ
ル
の
二
つ
の
ベ
ン
ゼ
ン
環
は
回
転
可
能
だ
が
、PCB

の
ビ
フ
ェ
ニ
ル
構
造
は
、
置
換
す
る

塩
素
の
位
置
に
よ
っ
て
は
共
平
面
構
造
（
コ
プ
ラ
ナ
リ
テ
ィCoplanarity

）
を
も
つ
。
こ
の
よ
う
なPCB

が
コ
プ
ラ
ナ
ーPCB

で
、　

二
つ
の
フ
ェ
ニ
ル
基
が
、
オ
ル
ト
に
位
置
す
る
嵩
張
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
た

め
に
回
転
で
き
な
い
と
、
非
コ
プ
ラ
ナ
ー
と
な
る
。
コ
プ
ラ
ナ
ー
で
な
いPCB

は
ノ
ン
プ
ラ
ナ
ーCB

（nonplanar PCB

）
で
あ
る
。

　

PCB

は
、
オ
ル
ト
位
（2,2',6,6'

）
の
塩
素
の
数
で
、
ノ
ン
オ
ル
ト
置
換PCB

（
０
個
）、
モ
ノ
オ
ル
ト

置
換PCB

（
１
個
）、
ジ
オ
ル
ト
置
換PCB

（
２
個
）、
… 

と
分
類
さ
れ
る
が
、
ノ
ン
オ
ル
ト
置
換PCB

は
コ
プ
ラ
ナ
ー
と
な
る
。
共
平
面
構
造
を
妨
げ
る
オ
ル
ト
位
の
塩
素
を
持
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、

ノ
ン
オ
ル
ト
置
換PCB

と
と
も
に
、
モ
ノ
オ
ル
ト
置
換PCB

も
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
前
ペ
ー
ジ
の
図
の
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
炭
素
で
構
成
さ
れ
る
べ
ン
ゼ
ン
環
が

二
つ
、
酸
素
（
図
の
「O

」）
で
結
合
し
、
そ
れ
に
塩
素
が
付
い
た
構
造
を
も
っ
て
い
る
。

　

ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
のPCD

F

は
ベ
ン
ゼ
ン
環
が
フ
ラ
ン
と
接
合
し
、
ま
た
、
ベ
ン
ゾ
ジ
オ
キ
シ
ン
の

PCD
D

は
ジ
オ
キ
シ
ン
と
し
て
接
合
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
当
然
、
両
方
の
フ
ェ
ニ
ル
基
の
回
転
が

阻
止
さ
れ
たPCBs

と
同
様
に
、
コ
プ
ラ
ナ
ー
と
な
り
、
コ
プ
ラ
ナ
ーPCBs
と
同
類
の
化
合
物
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
る
。

　

図
の
「1

」~

「9

」
及
び 

「2 ́

」~

「6 ́

」

の
位
置
に
は
塩
素
又
は
水
素
が
付
い
て
い
る

が
、
塩
素
の
数
や
付
く
位
置
に
よ
っ
て
も
形

が
変
る
の
で
、PCD

D

は75

種
類
、PCD

F

は135

種
類
、
コ
プ
ラ
ナ
ーPCB

に
は
十
数

種
類
の
仲
間
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら

の
う
ち
毒
性
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
は

29

種
類
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
様PCB

・
コ
プ
ラ
ナ
ー

PCB

の
毒
性
の
大
き
さ
は
、
異
性
体
に
よ
っ
て

大
き
な
差
異
が
あ
る
。

　

右
に
掲
げ
た
表
示
は
、W

H
O

に
よ
る
毒

性
の
評
価
（2005

改
訂
）
で
、「TEF

」toxic 

二
つ
の
フ
ェ
ニ
ル
基
の
回
転
が

阻
止
さ
れ
、
非
コ
プ
ラ
ナ
ー
に

な
る

ビ
フ
ェ
ニ
ル
の
二
つ
の
ベ
ン
ゼ

ン
環
は
回
転
で
き
る
。
共
平
面

構
造
も
と
る
こ
と
が
る
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equivalency factors

と
は
毒
性
等
価
係
数
と
い
い
、
最
も
毒
性
が
強
い
と

さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類PCD

D

（
厳
密
に
はTCD

D

）
を
「1

」
と
し
た
場
合

の
各
異
性
体
の
相
対
的
毒
性
評
価
で
あ
る
。

　

但
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
毒
性
は
、
一
般
毒
性
、
発
癌
性
、
生
殖
毒
性
、
免
疫

毒
性
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
毒
性
発
現
量
に
は
相
違
が
あ
る
こ
と

を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
非
意
図
的
な
生
成

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
主
な
発
生
源
は
、
ご
み
焼
却
な
ど
の
燃
焼
に
よ
っ
て
発

生
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。そ
の
他
製
鋼
用
電
気
炉
、た
ば
こ
の
煙
、自
動
車
の
排
気
ガ
ス
な
ど
、様
々

な
発
生
源
が
あ
り
、
何
れ
も
非
意
図
的
に
生
成
さ
れ
る
。

　

一
方
、PCBs

は
、
元
来
、
合
成
に
よ
っ
て
意
図
的
に
製
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ご
み
焼
却
に
よ
っ

て
も
発
生
す
る
、
と
い
う
。
ま
た
、
コ
プ
ラ
ナ
ーPCBs

が
環
境
中
に
存
在
す
る
要
因
と
し
て
、
ト
ラ
ン

ス
、
コ
ン
デ
ン
サ
等
の
紛
失
・
不
明
と
な
っ
た
機
器
内
に
含
有
さ
れ
て
い
たPCBs

の
流
出
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
事
故
は
相
次
い
だ
が
、
対
策
は
・
・
・

　

遺
憾
な
が
ら
、
以
前
に
作
ら
れ
た
も
の
へ
の
積
極
的
な
対
策
が
取
ら
れ
ず
、2000

年
頃
か
ら
、
世
界

でPCB

を
含
む
電
機
、
電
気
製
品
、
特
に
老
朽
化
し
た
蛍
光
灯
安
定
器
の
コ
ン
デ
ン
サ
か
らPCB

を
含

む
絶
縁
油
が
漏
れ
る
事
故
が
相
次
い
で
起
る
。

　
廃
棄
物
と
し
て
のPCB

　

日
本
で
は
、
上
記
し
た
よ
う
に
、
昭
和
四
十
七
年
、
行
政
指
導
に
よ
っ
て
、
製
造
・
輸
入
・
使
用
を
原

則
と
し
て
中
止
、
翌
年
、
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
を
制
定
（
発
効
は1975

年
）
し
て
法
的
に
禁
止
、

PCB

を
含
む
廃
棄
物
は
、
国
が
具
体
的
対
策
が
決
定
す
る
ま
で
使
用
者
が
保
管
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
電
気
機
器
等
に
つ
い
て
は
、
耐
用
年
数
を
迎
え
る
ま
で
使
用
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、PCB

を
含
む
機
器
の
所
在
や
廃
棄
物
の
絶
対
量
の
把
握
は
曖
昧
な
も
の
と
な
る
。1980

年
代
以
降
に
な
る
と
、

危
険
性
に
対
す
る
認
識
が
風
化
し
、
保
管
さ
れ
て
い
た
廃
棄
物
が
他
の
産
業
廃
棄
物
と
一
緒
に
安
易
に
処

理
さ
れ
、
或
は
、
行
方
不
明
に
な
る
事
例
が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

一
方
、
処
理
体
制
の
模
索
は
続
け
ら
れ
、
焼
却
処
理
施
設
の
設
置
が
模
索
さ
れ
て
き
た
が
、PCB

の

危
険
性
を
危
惧
す
る
住
民
運
動
に
よ
っ
て
全
て
頓
挫
し
た
。1990

年
代
以
降
に
は
、
処
理
方
法
の
多
様

化
が
認
め
ら
れ
、2000

年
代
に
入
る
と
一
部
の
企
業
で
、
商
業
的
な
処
理
技
術
を
視
野
に
入
れ
た
実
験

1930 年代に製造された電柱上の変圧器
　PCB 使用機器てあることを示すシー ルが
　貼付されている（ウイキペディア掲載’）
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的
処
理
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、2001

年
、
国
際
的
なPO

Ps

条
約
（
既
述
）
が
調
印
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
依
然
と
し
て
、

PCB
を
使
用
し
た
機
器
が
溢
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
平
成
十
一
年
（1999

）
に
青
森
県
の
高
校
、
東
京
都

八
王
子
の
小
学
校
で
、
相
次
い
で
照
明
器
具
内
のPCB

を
使
用
し
た
コ
ン
デ
ン
サ
が
老
朽
化
の
た
め
爆

発
、
生
徒
や
児
童
に
直
接PCB

が
降
り
か
か
る
と
い
う
事
故
が
発
生
し
た
。
そ
れ
ら
に
続
い
て
全
国
各

地
で
同
様
の
事
故
が
発
生
し
た
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
公
共
施
設
を
含
む
多
く
の
場
所
で
使
用
さ
れ
続
け
て

い
る
。

　
現
状
は
ど
う
か
・
・
・

　

平
成
十
六
年
四
月
、
政
府
が
全
額
出
資
し
て
、
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
（Japan 

Environm
ental Storage &

 Safety Corporation: JESCO

）
が
発
足
し
た
。
同
社
の
設
立
目
的
に
曰い
わ

く
、

　
「
中
間
貯
蔵
の
確
実
か
つ
適
正
な
実
施
の
確
保
を
図
り
、
事
故
由
来
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染

が
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
速
や
か
に
低
減
す
る
こ
と
に
資
す
る
た
め
、
中
間
貯
蔵
に

係
る
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
確
実
か
つ
適
正
な
処
理
そ
の
他
環
境
の

保
全
に
資
す
る
た
め
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
処
理
に
係
る
事
業
並
び
に
環
境
の
保
全
に
関
す

る 

情
報
及
び
技
術
的
知
識
の
提
供
に
係
る
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
」

　
　

・　
　

・　
　

・　
　

・

　

PCB

の
身
近
な
危
険
性
は
、
過
去
の
も
の
で
は
な
い
。PCB

を
含
む
機
器
の
所
在
や
廃
棄
物
量
の
把

握
を
曖
昧
な
ま
ま
に
し
て
お
い
て
は
な
ら
ぬ
。
詳
細
な
調
査
と
、
現
状
を
、
社
会
に
広
く
知
ら
し
め
る
こ

と
は
急
務
な
の
だ
。

　

D
D

T

と
マ
ラ
リ
ア
・
・
・

　
　
環
境
問
題
の
告
発
─
環
境
と
人
間
の
深
い
関
わ
り

　

D
D

T

と
い
う
名
称
は
、
ジ
ク
ロ
ロ
ジ
フ
ェ
ニ
ル
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

dichlorodiphenyltrichloroethane

の
文
字
列
の
頭
文
字
を
取
っ
た
も

の
だ
っ
た
が
、
現
在
の
命
名
規
則
で
は
、1,1,1-

ト
リ
ク
ロ
ロ-2,2-

ビ
ス

（4-

ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
エ
タ
ン 1,1,1-trichloro-2,2-bis

（4-chlorophenyl

）

ethane

と
な
る
。

　

D
D

T

は
、1873

年
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
化
学
者
オ
ト
マ
ー
ル
・
ツ
ァ
イ

ド
ラ
ー
に
よ
っ
て
初
め
て
合
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、そ
れ
か
ら
長
き
に
わ
た
っ

て
放
置
さ
れ
て
い
た
。

DDT
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一
方
、D

D
T

は
、
第
二
次
大
戦
以
後
、
稲
の
害
虫
、
ニ
カ
メ
イ
チ
ュ
ウ
を
防
除
す
る
農
薬
と
し
て
使

用
さ
れ
、果
樹
・
野
菜
の
害
虫
防
除
に
も
使
わ
れ
た
。し
か
し
、DD

T

の
分
解
物
が
自
然
環
境
で
壊
れ
難
く
、

食
物
連
鎖
を
通
し
て
生
体
濃
縮
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
い
が
か
け
ら
れ
て
、
環
境
へ
の
被
害

が
論
議
さ
れ
た
。
こ
れ
に
拍
車
を
懸
け
た
の
は
、

　
カ
ー
ソ
ン
の
作
品
、『
沈
黙
の
春
』・
・
・

　

1962

年
に
出
版
さ
れ
た
、Rachel Louise Carson

（
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
）

の
著
書
、『Silent Spring

』
で
あ
る
。D

D
T

を
始
め
と
す
る
農
薬
な
ど
の
化
学

物
質
の
危
険
性
を
、
鳥
達
が
鳴
か
な
く
な
っ
た
春
と
い
う
出
来
事
を
通
し
訴
え
た

作
品
で
、
発
売
さ
れ
て
か
ら
半
年
で
50
万
部
も
売
れ
る
と
い
う
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と

な
っ
た
。

　

翻
訳
さ
れ
て
、新
潮
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
原
著
が
出
て
二
年
後
の
、1964

年
、

題
名
は
、『
生
と
死
の
妙
薬-

自
然
均
衡
の
破
壊
者
〈
科
学
薬
品
〉』、
同
社
の
文
庫

版
で
は
、
書
名
が
、『
沈
黙
の
春
』
と
な
る
。

　

こ
の
書
は
、
世
界
的
な
ブ
ー
ム
を
呼
び
、
農
薬
、
そ
し
て
殺
虫
剤
と
自
然
環
境
、

生
物
環
境
と
の
関
連
は
、
極
め
て
重
要
な
課
題
と
し
て
人
々
に
受
け
止
め
ら
れ
た
。

　
1939

年
、
ス
イ
ス
、
ガ
イ
ギ
ー
社
の
技
師
、
パ
ウ
ル
・
ヘ
ル
マ
ン
・
ミ
ュ
ラ
ー
に
よ
っ
て
、
人
間
や

農
作
物
に
有
害
な
害
虫
を
駆
除
す
る
「
殺
虫
効
果
」
が
発
見
さ
れ
、
生
産
量
・
使
用
量
は
急
増
す
る
。

　

安
価
で
合
成
で
き
、
多
く
の
昆
虫
に
対
し
て
、
少
量
で
殺
虫
作
用
を
示
し
、
人
間
な
ど
の
高
等
生
物
に

対
し
て
無
害
と
思
わ
れ
た
の
で
、D

D
T

は
、
有
力
な
薬
剤
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
。
特
に
、
第
二
次
世
界

大
戦
後
の
占
領
地
で
、
蚊
や
シ
ラ
ミ
（
黄
熱
病
、
チ
フ
ス
、
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
病
原
体
を
伝
搬
す
る
）
を
駆
除
す

る
た
め
に
大
量
に
使
用
さ
れ
る
。

　

戦
後
の
日
本
で
、D

D
T

の
粉
末
を
頭
か
ら
浴
び
る
子
供
の
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
各
国
で
も
、

蔓
延
は
影
を
潜
め
、D

D
T

の
生
産
量
は
30
年
間
で300

万
ト
ン
に
も
達
し
た
と
い
う
。

　

発
見
者
ミ
ュ
ラ
ー
は1948
年
の
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
受
賞
の
栄
誉
に
輝
く
。
な
お
、D

D
T

の
殺
虫
効
果
は
、
蚊
の
類
い
に
対
し
て
有
効
で
、
有
史
以
来
、
死
の
病
い
と
し
て
、
も
っ
と
も
恐
れ
ら
れ

て
い
た
、「
マ
ラ
リ
ア
」
の
感
染
を
媒
介
す
る
蚊
、
ハ
マ
ダ
ラ
カ
の
駆
除
に
対
す
る
役
割
の
重
要
性
は
、

筆
舌
に
尽
く
し
難
い
。

　
「
マ
ラ
リ
ア
」
に
罹
る
と
、
高
熱
や
頭
痛
、
吐
き
気
な
ど
の
症
状
を
呈
し
、
悪
性
の
場
合
は
、
意
識
障

害
や
腎
不
全
な
ど
を
起
こ
し
て
死
亡
す
る
（「
脳
マ
ラ
リ
ア
」、
古
典
な
ど
に
現
れ
る
瘧お

こ
りと
は
、
多
く
は
こ
の
マ
ラ
リ

ア
を
指
す
。「
マ
ラ
リ
ア
」
に
つ
い
て
は
、
後
段
の
詳
細
な
記
事
を
参
照
）。
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昭
和
四
十
三
年
（1968

）、
農
薬
製
造
会
社
は
、
自
主
的
に
、
農
薬
と
し
てD

D
T

の
生
産
・
販
売
を
中

止
し
、D

D
T

は
、
昭
和
四
十
六
年
（1971

）
に
は
、
法
的
な
販
売
が
禁
止
さ
れ
る
。2000

年
ま
で
に
は
、

40
ヶ
国
でD

D
T

の
使
用
が
禁
止
、
ま
た
は
制
限
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

昭
和
五
十
六
年
（1981

）
に
は
、
さ
ら
に
、D

D
T

が
難
分
解
性
で
、
環
境
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
、

指
定
さ
れ
て
、
製
造
と
輸
入
が
禁
止
さ
れ
る
。

　

平
成
十
三
年
（2001

）、
に
採
択
さ
れ
た
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

条
約
で
、DD

T

は
、
残
留
性
有
機
汚
染
物
質
、
ポ
ッ
プ
ス
（
本

紙
の
一
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
指
定
さ
れ
た
。

　

但
し
、D

D
T

の
使
用
禁
止
に
対
し
て
諸
手
を
挙
げ
て
立
ち

は
だ
か
っ
た
の
は
、
恐
ろ
し
い
「
マ
ラ
リ
ア
」
感
染
の
防
止

策
に
つ
い
て
だ
っ
た
。
マ
ラ
リ
ア
の
猛
威
は
止
ま
る
こ
と
な

く
、
罹
患
し
、
死
亡
す
る
者
は
、
一
向
に
減
少
す
る
こ
と
が

な
い
。
世
界
の
環
境
を
問
題
視
す
る
前
に
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
、

マ
ラ
リ
ア
に
苦
し
む
地
域
に
は
、
病
原
を
伝
搬
す
る
蚊
を
駆

除
す
るD

D
T

の
大
量
使
用
を
継
続
す
べ
き
だ
、
と
い
う
見

地
に
立
っ
て
、『
沈
黙
の
春
』
の
著
者
、
カ
ー
ソ
ン
の
主
張
を
批
判
す
る
声
が
大
き
く
な
っ
た
。

　

D
D

T

散
布
に
よ
っ
て
一
旦
は
激
減
し
た
マ
ラ
リ
ア
患
者
が
、
禁
止
以
後
、
再
び
激
増
し
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、1948

年
か
ら1962

年
ま
でD

D
T

の
定
期
散
布
を
行
な
い
、
そ
れ
ま
で

年
間250

万
を
数
え
て
い
た
マ
ラ
リ
ア
患
者
の
数
を
31
人
に
ま
で
激
減
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で

あ
る
が
、D

D
T

禁
止
後
、
僅
か
五
年
足
ら
ず
で
、
年
間250

万
に
逆
戻
り
し
た
。

　

そ
の
た
めW

H
O

は
、2006

年
か
ら
、
発
展
途
上
国
で
マ
ラ
リ
ア
発
生
の
リ
ス
ク
がD

D
T

使
用
に

よ
る
リ
ス
ク
を
上
回
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
マ
ラ
リ
ア
予
防
の
た
め
に
、
限
定
的
にD

D
T

の
使
用
を

認
め
た
。W

H
O

が
主
催
す
る
マ
ラ
リ
ア
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
責
任
者
だ
っ
た
古こ

知ち

新あ
ら
たは

、D
D

T

の

使
用
推
進
論
者
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

D
D

T

を
禁
止
し
た
結
果
、
多
数
の
マ
ラ
リ
ア
被
害
者
と
と
も
に
、D

D
T

よ
り
も
危
険
な
農
薬
の
散
布

に
よ
っ
て
、
発
展
途
上
国
で
は
、
多
く
の
被
害
が
発
生
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
な
ど
で
は
、
カ
ー
ソ
ン
を

非
難
す
る
声
は
大
き
く
な
っ
た
。
そ
の
声
は
止
ま
ら
ず
、
規
模
も
大
き
く
な
り
、
現
在
も
多
く
の
国
で
続

い
て
い
る
。

　
　
　

・　
　

・　
　

・　
　

・

Rachel Louise
 　Carson

（1907 年 5 月 27 日 - 
　　1964 年 4 月 14 日 )

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ぺ
ン
シ
ル
べ
ニ
ア
州
に
生
ま

れ
、1960

年
代
に
環
境
問
題
を
告
発
し
た
生
物

学
者
。
ア
メ
リ
カ
内
務
省
魚
類
野
生
生
物
局
に
、

水
産
生
物
学
者 

と
し
て
勤
め
た
。
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マ
ラ
リ
ア
が
感
染
症
と
し
て
認
知
さ
れ
る
ま
で
・
・
・

　

マ
ラ
リ
ア
を
発
症
す
る
と
、
高
い
発
熱
に
襲
わ
れ
る
が
、
短
時
間
で
熱
は
下
が
る
。
し
か
し
、
繰
り
返

し
て
激
し
い
高
発
熱
に
襲
わ
れ
る
。
マ
ラ
リ
ア
の
一
般
的
な
症
状
は
、
発
熱
が
周
期
的
な
こ
と
で
、
三
日

熱
マ
ラ
リ
ア
の
場
合
は
48
時
間
お
き
に
、
ま
た
四
日
熱
マ
ラ
リ
ア
の
場
合
に
は
72
時
間
お
き
に
、
高
い
発

熱
に
襲
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
（
つ
ま
り
発
熱
と
発
熱
の
間
が
二
日
あ
る
い
は
三
日
間
空
く
こ
と
、
こ
れ
が
、
三
日
熱
、

四
日
熱
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
）。
卵
形
マ
ラ
リ
ア
は
三
日
熱
マ
ラ
リ
ア
と
ほ
ぼ
同
じ
く
50
時
間
お
き
に
発

熱
す
る
。
但
し
、
熱
帯
熱
マ
ラ
リ
ア
の
場
合
に
は
周
期
性
が
薄
い
。

　

熱
帯
熱
マ
ラ
リ
ア
以
外
で
見
ら
れ
る
周
期
性
は
、
マ
ラ
リ
ア
原
虫
（
後
段
の
記
述
を
参
照
）
が
赤
血
球
内

で
発
育
す
る
時
間
が
関
係
し
て
お
り
、
三
日
熱
マ
ラ
リ
ア
で
は
、
48
時

間
ご
と
に
原
虫
が
血
中
に
出
る
、
そ
の
と
き
赤
血
球
を
破
壊
す
る
た
め
、

同
時
に
発
熱
が
起
こ
る
。
熱
帯
熱
マ
ラ
リ
ア
に
周
期
性
が
無
い
の
は
、

赤
血
球
内
で
の
発
育
の
同
調
性
が
良
く
な
い
た
め
で
あ
る
。 

何
れ
の
場

合
も
、
一
旦
熱
は
下
が
る
こ
と
か
ら
油
断
し
易
い
が
、
直
ぐ
に
治
療
を

始
め
な
い
と
ど
ん
ど
ん
重
篤
な
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

　

一
般
的
に
、
3
度
目
の
高
熱
を
発
症
し
た
時
に
は
大
変
危
険
な
状
態

に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
放
置
し
た
場
合
に
は
、
熱
帯
熱
マ
ラ
リ
ア
以
外
は
慢
性
化
し
、
慢
性
化
す
る

と
発
熱
の
間
隔
が
延
び
、
血
中
の
原
虫
は
減
少
す
る
。
三
日
熱
マ
ラ
リ
ア
と
卵
形
マ
ラ
リ
ア
は
一
部
の
原

虫
が
肝
細
胞
内
で
休
眠
型
と
な
り
、
長
期
間
潜
伏
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
原
虫
は
何
ら
か
の
原
因
で
分

裂
を
再
開
し
て
、
再
発
の
原
因
と
な
る
。
四
日
熱
マ
ラ
リ
ア
原
虫
の
成
熟
体
は
、
血
液
中
に
数
か
月
～ 

数
年
間
潜
伏
し
、
発
症
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

合
併
症
は
、
一
般
的
に
熱
帯
熱
マ
ラ
リ
ア
で
起
こ
る
。[

脳
マ
ラ
リ
ア]

は
、
原
虫
に
寄
生
さ
れ
た
赤

血
球
の
表
面
に
形
成
さ
れ
た
突
起
（Knob

）
が
、
血
管
内
皮
に
固
着
し
て
血
流
を
阻
害
す
る
な
ど
し
て
発

症
す
る
。
脳
や
他
の
臓
器
の
毛
細
血
管
が
多
発
的
に
閉
塞
し
、
急
性
腎
不
全
、
意
識
低
下
、
言
語
の
も
つ

れ
な
ど
の
神
経
症
状
が
起
こ
る
。
進
行
す
る
と
昏
睡
状
態
に
陥
っ
て
死
亡
す
る
。[

黒
水
熱]

は
、
急
速

な
溶
血
に
よ
っ
て
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
尿
、
黄
疸
な
ど
が
発
症
す
る
。

　

そ
の
他
の
合
併
症
と
し
て
、
脾ひ

臓ぞ
う

肥
大
と
低
血
糖
、
肺
水
腫
な
ど
が
あ
り
、

ま
た
、
妊
婦
が
感
染
す
る
と
、
妊
娠
に
影
響
を
与
え
、
ま
た
原
虫
が
胎
児
に
移

行
す
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。

　
マ
ラ
リ
ア
の
病
原
体
と
し
て
突
き
止
め
ら
れ
た
の
は

　
単
細
胞
生
物
の
マ
ラ
リ
ア
原
虫
で
あ
る

マラリア原虫の電子顕微鏡写真

　　出典ウイキペディア

マラリア原虫を媒介する

　ハマダラカ

出典ウイキペディア
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マ
ラ
リ
ア
原
虫（Plasm

odium
 spp.

）は
、ア
ビ
コ
ン
プ
レ
ク
サ
門
胞
子
虫
綱
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
目
に
属
し
、

微
細
構
造
お
よ
び
分
子
系
統
解
析
か
ら
ア
ル
ベ
オ
ラ
ー
タ
と
い
う
系
統
に
属
す
る
。
こ
こ
に
は
他
に
渦
鞭

毛
藻
類
が
知
ら
れ
、
近
年
マ
ラ
リ
ア
原
虫
か
ら
も
葉
緑
体
の
痕
跡
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
全

て
が
寄
生
生
物
で
あ
る
ア
ピ
コ
ン
プ
レ
ク
サ
類
も
、
祖
先
は
渦
鞭
毛
藻
類
と
同
じ
、
光
合
成
生
物
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ヒ
ト
の
病
原
体
と
な
る
も
の
は
、
な
が
ら
く
熱
帯
熱
マ
ラ
リ
ア
原
虫
（P. falciparum

）、
三
日
熱
マ
ラ

リ
ア
原
虫
（P. vivax
）、
四
日
熱
マ
ラ
リ
ア
原
虫
（P. m

alariae

）、
卵
形
マ
ラ
リ
ア
原
虫
（P. ovale

）
の
4

種
類
で
あ
っ
た
が
、近
年
サ
ル
マ
ラ
リ
ア
原
虫
（P. know

lesi

）
が
、5
種
目
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

サ
ル
マ
ラ
リ
ア
は
顕
微
鏡
検
査
で
はP.vivax

と
区
別
が
難
し
い
た
め
、
報
告
例
が
な
か
っ
た
が
、
近
年

の
検
査
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て
、PCR
法
（polym

erase chain reaction,D
N

A

を
増
幅
す
る
原
理
を
用
い
る

鑑
定
法
）
で
確
実
な
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
多
数
の
症
例
が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
ラ
ワ
ク
州
で
は
、
今
日
の
マ
ラ
リ
ア
症
例
の70%

は
サ
ル
マ
ラ
リ
ア
に
よ
る
こ
と

が
分
か
り
、
ま
た
、
タ
イ
で
も
報
告
例
が
あ
る
。
熱
帯
熱
マ
ラ
リ
ア
原
虫
に
よ
る
マ
ラ
リ
ア
は
症
状
が
重

い
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
サ
ル
マ
ラ
リ
ア
は
24
時
間
以
下
の
周
期
で
急
激
に
原
虫
が
増
加
し
、
他
の
マ
ラ

リ
ア
と
異
な
っ
て
、
ほ
ぼ
全
て
の
赤
血
球
に
侵
入
す
る
た
め
、
症
状
は
重
篤
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ

ら
の
発
見
か
ら
当
該
地
域
で
の
マ
ラ
リ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
新
た
な
手
法
に
よ
る
対
応
が
迫
ら
れ
て
い

る
。

　

媒
介
す
る
の
は
ハ
マ
ダ
ラ
カ
（A

nopheles spp.

）
で
あ
る
こ

と
が
確
証
さ
れ
た
！

　

マ
ラ
リ
ア
原
虫
は
寄
生
し
た
脊
椎
動
物
で
無
性
生
殖
を
、
終

宿
主
の
昆
虫
（
蚊
）
で
有
性
生
殖
を
行
う
。
従
っ
て
、
ヒ
ト
は
終

宿
主
で
は
な
く
中
間
宿
主 

で
あ
る
。
ハ
マ
ダ
ラ
カ
で
有
性
生
殖

を
行
な
っ
て
増
殖
し
た
原
虫
は
、
ス
ポ
ロ
ゾ
イ
ト
（
胞
子
が
殻
の

中
で
分
裂
し
て
外
に
出
た
も
の
）
と
し
て
、
唾
液
腺
に
集
ま
る
性
質 

を
も
つ
。
そ
の
た
め
、
こ
の
蚊
に
吸
血
さ
れ
る
際
に
蚊
の
唾
液

と
一
緒
に
大
量
の
原
虫
が
体
内
に
送
り
込
ま
れ
る
。
血
液
中
に

入
る
と
45
分
程
度
で
肝
細
胞
に
取
り
付
く
。
肝
細
胞
中
で
１
～

３
週
間
か
け
て
成
熟
増
殖
し
、
分
裂
小
体
（
メ
ロ
ゾ
イ
ト
）
が
数

千
個
に
な
っ
た
段
階
で
肝
細
胞
を
破
壊
し
、
赤
血
球
内
に
侵
入
す

る
。
赤
血
球
内
で
８
〜
32
個
に
分
裂
す
る
と
、
赤
血
球
を
破
壊
し　

右
図
は
、
マ
ラ
リ
ア
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

　
　　
　
　
　
　
出
典
ウ
イ
キ
ペ
デ
ィ
ア
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て
血
液
中
に
出
る
。
分
裂
小
体
は
新
た
な
赤
血
球
に
侵
入
し
、
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
。

　

マ
ラ
リ
ア
発
症
の
原
因
が
突
き
止
め
ら
れ
る
ま
で
、
古
い
に
し
えか
ら
、
人
類
は
長
い
歴
史
を
通
し
て
、
た
だ
恐

怖
に
戦お
の
のく
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
そ
の
端
緒
は
開
か
れ
た
が
・
・
・

　

マ
ラ
リ
ア
患
者
の
血
液
を
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
と
、
透
明
な
袋
に
包
ま
れ
た
黒
い
粒
が
見
出
さ
れ
て
い

た
が
、1880
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
軍
医
、
シ
ャ
ル
ル
・
ル
イ
・
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ラ
ヴ
ラ
ン
は
、
同
一
の

マ
ラ
リ
ア
患
者
か
ら
連
続
的
に
採
血
し
、
こ
の
粒
が
原
生
動
物
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
血
球
内

で
成
長
す
る
様
子
を
記
録
し
た
。

　

最
終
的
に
は
こ
れ
が
胞
子
を
形
成
す
る
こ
と
を
見
出
し
、
胞
子
が
赤
血
球
を
破
っ
て
血
液
中
に
放
出
さ

れ
る
時
期
と
、
患
者
の
体
温
が
急
速
に
上
昇
す
る
時
期
が
一
致
す
る
こ
と
を
検
証
し
た
。

　

し
か
し
、
当
時
は
、
細
菌
病
原
体
説
が
幅
広
い
支
持
を
集
め
て
い
た
の
で
、
原
虫
に
よ
っ
て
発
症
す
る

と
い
う
説
明
は
人
の
目
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
後
十
年
経
っ
て
、
よ
う
や
く
世
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
。

　

ラ
ヴ
ラ
ン
は
、1907

年
の
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
の
栄
誉
に
輝
く
。

　

1885

年
、
イ
タ
リ
ア
・
ロ
ー
マ
大
学
の
マ
ル
キ
ア
フ
ァ
ー
バ
ら
は
、
マ
ラ
リ
ア
患
者
の
赤
血
球
中
で

増
殖
す
る
ア
メ
ー
バ
様
の
生
き
物
を
発
見
し
た
が
、
熱
帯
熱
マ
ラ
リ
ア
の
原
虫
で
、
わ
ず
か
な
三
日
熱
マ

ラ
リ
ア
原
虫
が
混
じ
っ
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
時
期
ま
で
、
研
究
者
た
ち
は
、
マ
ラ
リ
ア
の
病
原
体
が
複
数
種
あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
か
っ

た
が
、1885

年
よ
り1889

年
に
か
け
て
、
イ
タ
リ
ア
の
精
神
科
医
ゴ
ル
ジ
は
、
発
熱
の
周
期
性
に
、

三
日
熱
と
四
日
熱
が
あ
り
、
そ
れ
が
マ
ラ
リ
ア
の
原
虫
の
「
生
活
環
」（
生
物
の
成
長
、
生
殖
に
よ
る
変
化
が

出
現
す
る
周
期
の
一
つ
を
指
す
）
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
、
マ
ラ
リ
ア
に
は
多
種
の
原
虫
が
関
係
し
て
い
る
こ

と
を
報
告
し
た
。

　

1891

年
、
ロ
マ
ノ
フ
ス
キ
ー
染
色
が
開
発
さ
れ
る
と
、
様
々
な
動
物
の
マ
ラ
リ
ア
原
虫
が
確
認
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
原げ
ん

虫ち
ゅ
うと

は
？

　

真
核
単
細
胞
の
微
生
物
で
、
動
物
的
な
も
の
を
指
す
。
も
と
も
と
原
生
動
物
と
同
義
だ
っ
た
が
、
現
在

で
は
、
寄
生
性
で
、
特
に
病
原
性
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
い
う
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
寄
生
虫
学
で
、
単

細
胞
の
寄
生
虫
を
原
虫
と
し
て
区
分
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
病
理
学
で
は
、
病
原
体
の
大
部
分
は

細
菌
類
な
の
で
、
そ
う
で
な
い
も
の
を
こ
う
呼
ん
で
い
る
。

　
「
マ
ラ
リ
ア
原
虫
」
は
脊
椎
動
物
の
赤
血
球
内
に
寄
生
し
て
マ
ラ
リ
ア
を
発
症
す
る
病
原
体
で
、
吸
血

昆
虫
と
脊
椎
動
物
を
行
き
来
す
る
複
雑
な
「
生
活
環
」
を
も
つ
。　

先
進
諸
国
で
は
衛
生
状
態
が
良
い
の
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で
、
原
虫
に
よ
る
病
気
は
過
去
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
、
日
本
国
内
で
も
水
道
水
中
か
ら
ク
リ

プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
が
発
見
さ
れ
る
な
ど
、
目
に
見
え
な
い
だ
け
で
、
実
は
汚
染
は
か
な
り
深
刻
で
あ
る

と
い
う
意
見
も
あ
り
、
原
虫
に
よ
る
寄
生
中
病
、
原
虫
に
よ
る
動
物
の
病
気
が
多
数
知
ら
れ
て
い
る
。

　

原
虫
を
媒
介
す
る
昆
虫
は
、
蚊
の
類
い
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
医
師
、
ロ
ナ
ル

ド
・
ロ
ス
で
あ
る
。
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
（1897

）。

　

ロ
ス
は
、1902
年
の
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
。

　
　

・　
　

・　
　

・　
　

・　

　

ス
テ
フ
ェ
ン
ス
ハ
マ
タ
ダ
ラ
カ

 　

Anopheles stephensi
ハ
マ
ダ
ラ
カ
（
羽
斑
蚊
、
翅
斑
蚊
）
は
、
カ
科
ハ
マ
ダ
ラ
カ
亜
科
ハ
マ
ダ
ラ
カ

属
（
学
名: Anopheles

）
に
属
す
る
昆
虫
の
総
称
で
あ
る
が
、
世
界
に
お
よ
そ460 

種
が
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
凡
そ100

種
が
ヒ
ト
に
マ
ラ
リ
ア
を
媒
介
で
き
る
が
、
現
実
に　

マ
ラ
リ
ア
原
虫
を
ヒ
ト
に

媒
介
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
う
ち
の
30
〜
40
種
で
あ
る
。

　

原
虫
の
中
で
も
も
っ
と
も
悪
性
の
熱
帯
熱
マ
ラ
リ
ア
原
虫
（Plasm

odium
 falciparum

）
を
媒
介
す
る

の
は
、
ガ
ン
ビ
エ
ハ
マ
ダ
ラ
カ
（Anopheles gam

biae
）
で
、
マ
ラ
リ
ア
蚊
と
も
い
わ
れ
る
。

　

ハ
マ
ダ
ラ
カ
属
の
学
名
と
な
っ
た
、Anopheles

は
、
ギ
リ
シ
ア
語
のan

（
英
語
でnot

の
意
）
とó

phelos

（「
利
益
」
の
意
）
か
ら
き
て
お
り
、「
無
益
な
」
を
意
味
す
る
。
ま
た
、「
ハ
マ
ダ
ラ
カ
」
と
い
う
和

名
は
、
翅
に
白
黒
の
ま
だ
ら
模
様
が
あ
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。

　

マ
ラ
リ
ア
を
伝
搬
す
る
蚊
と
の
戦
い
に
は
、
古
来
、
多
様
な
戦
術
が
登
場
し
、
世
界
各
地
の
伝
承
を
交

え
て
、
い
く
つ
も
の
医
薬
が
登
場
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

詳
し
く
は
次
号
で
！



39

本
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は
年
四
回
（
一
、四
、七
、十
月
、
各
五
日
）
発
行

「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
・
・
・

　
地
域
住
民
と
行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を
行
な
い
、
報
道
に

よ
っ
て
市
民
の
公
共
参
加
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
市
民
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
情
報
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
編
集
・

発
行
し
、
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」（
意
見
・
感
想
）
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL090

（3048

）5502

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
部　
原
宛
に
ど
う
ぞ


